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	学校だより
	加戸の丘 R8
	令和８年度全国学力・学習状況調査　本校結果分析（概要）
	教科に関する調査
	【国語】 　　○良好なところ、△課題がみられるところ
	【算数】 　　○良好なところ、△課題がみられるところ

	生活習慣や学習環境に関する質問紙調査
	○困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できます。（ＳＯＳの出し方）

	よりよい学びのために

	９月の道徳より(生活目標　健康安全に気をつけよう)
	　９月の道徳の授業では、どの学年も「生命の尊重」の内容を行いました。大切な命について考えました。各学年の内容と感想を簡単に紹介します。
	【１年生】　『どきどき どっきんぐ』（生命の尊重）
	いのちをたいせつにする。いのちをまもる。だいじないのちをまもりたい。いのちがたいせつなのがわかった。
	【２年生】　『たんじょう日』（生命の尊重）
	(お母さんが)にっこりとわらっておめでとうと言ってくれたのがうれしかったです。おかあさんそだててくれてありがとうございます。かんしゃしていますからね。それからべんきょうもがんばります。
	【３年生】　『ヌチグスージ』（生命の尊重）
	いのちはずっとつづいてるのだなと思いました。次の人にいのちをまわしていきたいです。
	【４年生】　『がんばれ！ぼくの体！』（生命の尊重）
	自然ちゆ力であせをかいたりぶるぶるふるえたり発熱がでたりすることにとてもおどろきました。熱がでたときは薬をつかわないようにしようと思いました。
	【５年生】　『お母さんへの手紙』（生命の尊重）
	命があるのはあたりまえなことじゃないから、大事に生きないとと思いました。
	【６年生】　『ある犬のおはなし』（生命の尊重）
	命をあずかるとは、その子の未来を自分が決めるということ。ストレスをあたえたり、エサをあげないということはしない。


